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第５節　　　生　　　活

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　教科目標の趣旨を踏まえた指導計画の作成（解Ｐ８）
　　生活科の目標は、以下のように示されている。
　

　 　これらが偏りなく実現されるよう、単元など内容や時間のまとまりを見通した指導計画を作成
することが重要である。
⑵　カリキュラム・マネジメントを意識した指導計画の作成（解Ｐ70）
　・　児童の実態や地域の特性などを考慮し、学校で構成した単元や学習活動を適切に配置する。
　・　年間指導計画は２学年間を見通し、各単元計画と相互に関連させながら作成する。
　・　幼児期の教育との接続を意識し、学校全体で取り組むスタートカリキュラムを導入する。
　・　生活科の学びを、中学年以降の学習にどのようにつなげていくのかを見通す。
⑶　学習指導の特質を生かした指導計画の作成（解Ｐ71）
　・　児童の思いや願いを育み、意欲や主体性を高める学習活動にする。
　・ 　児童の身近な生活圏を活動や体験の場や対象にし、人や社会、自然と身体を通して直接関わ
りながら、自らの興味・関心を発揮して具体的な活動や体験を行うことを重視する。

　・　活動や体験の中で感じたり考えたりしている児童の姿に働きかけ、活動の充実につなげる。
　・ 　表現したり行為したりすることを通して、働きかける対象についての気付きとともに、自分
自身についての気付きをもつことができるようにする。

２　指導計画作成の一般的な手順

　具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊
かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　⑴ 　活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それ
らの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。

　⑵ 　身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活について考
え，表現することができるようにする。

　⑶ 　身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生活を豊かに
したりしようとする態度を養う。
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３　指導計画作成に当たって留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解Ｐ62）　【単元例５】
　・　個々の児童の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。
　・ 　生活科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容や学習活動の変更、代替
を安易に行うことがないよう留意するとともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する。

　・　困難さを補う視点だけでなく、得意なことを生かす視点から自己肯定感の醸成につなげる。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解Ｐ50）　　　　　　　　　　【単元例１・２・３】
　・　単元（題材）など内容や時間のまとまりの中で授業改善を進める。
　・ 　「見方・考え方」を習得・活用・探究という学びの過程の中で生かすことを通じて、より質
の高い深い学びにつなげる。

　・ 　単に思いや願いを実現する体験活動を充実させるだけでなく、表現活動を工夫し、体験活動
と表現活動とが豊かに行き来する相互作用を重視するなど、気付きの質を高めることを意識す
る。

⑶　「教科等横断的」な視点（解Ｐ55） 【指導計画例１・２、単元例４・５】
　・ 　幼児期における遊びを通した総合的な学びを生かし、具体的な活動を通して感性を豊かに働
かせるとともに、身近な出来事から気付きを得て考えるなど、中学年以降の学習の素地を形成
できるようにする。

　・ 　他教科等との合科的・関連的な指導を行ったり、低学年の児童の生活とつながる学習活動を
取り入れたりして、教科等横断的な視点で作成する。

　・ 　幼児期に育まれた資質・能力を発揮するとともに、第３学年以降の社会科や理科などの系統
的な学習や、各教科等の「見方・考え方」を生かして探究的に学ぶ総合的な学習の時間に発展
的につながっていくことを意識する。

　・ 　幼稚園教育要領等に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて教育課程をつ
なぐようにする。

　・ 　幼児期の学びと育ちに対する理解を前提として、児童が安心して小学校生活に慣れ、自らの
力を発揮しながら主体的な学習者として育っていけるようにする。

　・　幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続するスタートカリキュラムを編成する。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解Ｐ51） 【単元例２】
　・ 　実際に地域の人と話をしたり、地域の自然に触れたりするなど自分と地域の人々、社会との
関わりが具体的に把握できるような学習活動の充実を図る。

　・ 　内容⑻「生活や出来事の伝え合い」と他の内容との関連を図った単元を構成するなど、それ
ぞれの内容が補い合い支え合って成果をあげられる学習過程の工夫をする。

　・ 　校外活動の際は、十分な活動時間や児童が安心して活動できる空間の確保に努めるとともに、
交通や活動場所、自然災害に対する安全や見知らぬ人への対応等について配慮する。

⑸　「道徳教育の充実」の視点（解Ｐ63） 【単元例４】
　・ 　生活科で扱った内容や教材の中で適切なものを道徳科に活用したり、道徳科で取り上げたこ
とに関係のある内容や教材を生活科で扱ったりする場合には、道徳科における指導の成果を生
かすように工夫する。

　・ 　道徳教育の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め
合うようにする。

⑹　「２学年間を見通した学習活動」の視点（解Ｐ52） 【指導計画例２】
　・ 　児童の発達の段階や特性に適合しているかを吟味した上で単元を構成し、２学年間を見通し
て効果的に配置する。また、単元相互の関係を意識し配列する。

　・ 　内容⑺「動植物の飼育・栽培」については、２年間にわたって取り扱うものとし、動物や植
物への関わり方が深まるよう継続的な飼育、栽培を行うようにする。
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２
　
年
間
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導
計
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指
導
計
画
例
１
　
【
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
よ
う
配
慮
し
た
例
】（
第
１
学
年
　
第
１
学
期
ま
で
の
例
）

【
第
１
学
年
】（
10
2時
間
）

【
指
導
計
画
作
成
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
幼
稚
園
教
育
要
領
等
に
示
さ
れ
た
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
は
、
児
童
期
の
初
期
に
目
指
す
姿
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
児
童
の
姿
を
踏
ま
え
て
教
育
課
程
を
つ
な
い
で
い
く
。
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　指導計画例２【他教科等との関連に重点を置き、指導の効果を高めるように配慮した例】

【第1学年】（102時間）

〇 生活科では、他教科等との合科的・関連的な指導を行ったり、低学年の児童の生活とつながる学習活動を取り入れ
たりして、教科等横断的な視点で教育課程の編成、実施上の工夫を行うことで、一層の学習の効果が期待できる。
〇 生活科と他教科等において、学びがどのように関連付いているかを意識し、児童の思いや願いを生かした学習活動
を展開するために、２学年間の全ての単元を配列し俯瞰することができる単元配列表の作成が効果的である。
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【第２学年】（105時間）
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３　単元計画
　単元例１【主体的な学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　あきとあそぼう（20時間）　第１学年
⑵　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑸「季節の変化と生活」や⑹「自然や物を使った遊び」を受
けて設定したものである。ここでは、身近な自然の様子や季節の変化に気付き、それらの違いや
特徴を見付けたり、自らの生活に取り入れ生かしたりしていくようにする。そして、秋の自然物
や身近にある物を使った遊びを考え、遊びの面白さや自然の不思議さに気付くようにする。また、
一人一人の思いや願いを生かした多様な遊びを行い、友達と一緒に遊びを考えたり、幼児を招い
て更に遊びを工夫したりして、みんなで遊びを創り出すようにする。
⑶　単元の目標
　 　身近な自然・物を利用し、遊びや遊びに使う物を工夫してつくり出すことを通して、身近な自
然の様子や四季の変化に気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。
⑷　児童の意識の流れ

⑸　指導計画（ここでは、小単元②「秋の贈り物で作って遊ぼう」の指導計画のみ掲載）

【指導上のポイント】
〇 児童の思いや願いを実現する体験活動の中で、結果を予想したり先を見通したりしながら、多
様な学習活動へと発展していくようにする。
〇 学習活動を振り返ることで、自分自身の成長に気付き、更なる意欲を高めることが、学びに向
かう力を育成することにもつながる。
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　単元例２【対話的な学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　はっけん！まちのキラリたんけんたい②（20時間）　第２学年
⑵　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑶「地域と生活」と⑻「生活や出来事の伝え合い」を受けて
設定したものである。～以下略～
⑶　単元の目標
　 　地域の場所やそこで生活する人や働く人と関わる活動を通して、地域の場所や多様な人々と関
わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んでふれあい交流しようとする。
⑷　児童の意識の流れ（略）
⑸　指導計画

【指導上のポイント】
○ 児童一人一人の発見が共有され、新たな気付きが生まれたり関係が明らかになったりするよう
な、伝え合い交流する場を設ける。また、地域の人々とインタビューや交流する活動を取り入
れ、双方向の活動が行われるようにする。さらに、対話的な学びを可視化するために、「考え
るための技法（思考ツール）」の活用も効果的である。
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　単元例３【深い学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　うごく　うごく　わたしのおもちゃ（13時間）　第２学年
⑵　単元について
　 　本単元は学習指導要領の内容⑹「自然や物を使った遊び」を受けて設定したものである。身近
な材料を使い、自分で考えたおもちゃを作り、遊び、工夫する活動を繰り返す中で、その面白さ
や不思議さに気付くようにする。試行錯誤を繰り返し、条件を変えて試してみる過程で、動くお
もちゃの作り方への気付きが質的に高まっていくようにするとともに、第３学年以上の学習を支
える科学的な認識の基礎を培うようにする。また、友達と関わりながら遊んだり、活動を振り
返ったりする中で、友達のよさや自分のよさを考えるようにする。　　　　
⑶　単元の目標
　 　身近にある物を使って動くおもちゃを作り遊ぶ活動を通して、おもちゃ作りや遊びを工夫する
ことができ、動くおもちゃの面白さや自然の不思議さに気付き、みんなと楽しみながら遊びを創
り出そうとする。
⑷　児童の意識の流れ

⑸　指導計画（ここでは小単元③「みんなであそぼう」の指導計画のみ掲載）

【指導上のポイント】
○ 動くおもちゃを試行錯誤しながら繰り返し作る中で、見付ける、比べる、たとえる、試す、見
通す、工夫するなどの多様な学習活動を行い、気付いたことを伝え合い交流したり、振り返り
表現したりすることで、深い学びを実現するようにする。
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　単元例４【各教科等との関わりから指導を工夫した例】
　

１　単元名　わたしたちの　やさいばたけ（25時間）　第２学年
２　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑺「動植物の飼育・栽培」を受けて設定したものである。ここ
では、児童が自らの手で継続的に植物を育てることを通して､ 身近な植物に興味・関心をもち、
それらが生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、植物を大切にすることが
できるようにすることを目指している。
３　単元の目標
　 　野菜の栽培を通して、それらの育つ場所や成長の様子に興味・関心をもち、自然の不思議さや
面白さ、生命をもっていることなどに気付き、生き物への親しみをもち、大切に育てることがで
きるようにする。
４　児童の意識の流れ（略）
５　指導計画

【指導上のポイント】
○ 他教科との関連では、生活科の学習成果を他教科等の学習に生かしたり、他教科等の学習成果
を生活科の学習に生かしたりする。また、教科の目標や内容の一部について、これを合科的に
扱うことによって指導の効果を高めるようにする。
○ 第２学年後半においては、第３学年以降の社会科や理科、総合的な学習の時間に発展的につな
がっていくよう意識することも大切である。
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　単元例５【入学当初における生活科を中心とした合科的な指導に配慮した事例】
　

１　小単元名　なかよしいっぱい（６時間）　第１学年 　※単元計画は指導計画例１を参照
２　小単元について
　 　本小単元は、学習指導要領の内容⑴「学校と生活」を受けて設定したものである。４月当初の
小単元として、幼児期の学びと育ちを土台とし、児童が興味・関心をもったことを個々のペース
で追究していけるような、ゆったりとした時間の流れの中で少しずつ小学校での生活に慣れるこ
とができるように進めていく。そのために、スタートカリキュラムを編成し、各教科等との合科
的・関連的な指導を行ったり、弾力的な時間割を設定したりするようにする。
３　小単元でねらう子供の姿
　・安心して自分を発揮できる子供
　・みんなと楽しみながら関わりを広げる子供
　・思いや願いを広げ、学びに取り組もうとする子供
４　入学当初の生活科を中心とした合科的な指導に配慮した週案例

【指導上のポイント】
○ 幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続するために、スタートカリキュラムを編成し、児童が
安心感をもち、主体的に自己を発揮できるようにする。
○ 生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行ったり、弾力的な時間割の設定を行ったりする
などの工夫をして、ゆったりとした時間の流れの中で少しずつ小学校での学習に慣れることが
できるようにする。
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第
６
節
　
　
　
音
　
　
　
楽

第
１
　
指
導
計
画
の
作
成

１
　
指
導
計
画
作
成
の
基
本
的
な
考
え
方

⑴
　
小
学
校
音
楽
科
の
目
標
を
十
分
踏
ま
え
る
（
解
Ｐ
９
）

　
 　
音
楽
科
の
目
標
⑴
は
、「
知
識
及
び
技
能
」
の
習
得
、
⑵
は
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
の
育
成
、
⑶

は
、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
涵
養
を
目
指
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑵
　
音
楽
的
な
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
活
動
を
展
開
す
る
（
解
Ｐ
10～

Ｐ
11）

　
 　
音
楽
的
な
「
見
方
・
考
え
方
」
と
は
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、
音
や
音
楽
を
、
音
色
、
リ
ズ
ム
、
速

度
、
反
復
、
呼
び
か
け
と
こ
た
え
な
ど
の
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
と
そ
の
働
き
の
視
点
で
捉
え
、
捉
え
た

こ
と
と
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
、
生
活
や
文
化
な
ど
と
を
関
連
付
け
る
こ
と
で
あ
り
、
音
楽
科
を
学
ぶ
本
質
的

な
意
義
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
 　
「
見
方
・
考
え
方
」
は
、
教
え
込
む
も
の
で
は
な
く
、
思
考
、
判
断
し
、
表
現
す
る
一
連
の
過
程
を
大
切
に
し

た
学
習
の
充
実
を
図
り
、
そ
の
中
で
児
童
が
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
児
童
が
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
捉
え
、
そ
れ
ら
の
働
き
に
つ
い
て
思
考
す
る
場
面
は

ど
こ
か
、
ま
た
、
音
や
音
楽
を
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
等
と
関
連
付
け
て
考
え
る
場
面
は
ど
こ
か
と
い
う
視
点
を
も
っ

て
指
導
計
画
の
作
成
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

⑶
　
「
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
と
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
」
を
育
成
す
る
（
解
Ｐ
11）

　
 　
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
と
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
と
は
、
解
説
編
Ｐ
11～

に
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
で
あ
る
。
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
と
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
生
活
や

社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
の
視
点
か
ら
、
児
童
が
学
ん
で
い
る
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
が
、
思
い
や
意
図
を
も
っ
て
表
現
し
た
り
、
音
楽
を
味

わ
っ
て
聴
い
た
り
す
る
過
程
に
お
い
て
、
理
解
し
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
、
音
楽
を
豊
か
に
表
現
で
き
た
こ
と
、

友
達
と
音
や
音
楽
及
び
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
交
流
し
共
有
し
た
り
共
感
し
た
り
し
た
こ

と
な
ど
が
、
生
活
や
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
に
つ
い
て
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑷
　
指
導
内
容
の
系
統
化
を
図
る
（
解
Ｐ
４
～
５
、
15～

18）
　
 　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
従
前
の
と
お
り
音
楽
科
に
お
け
る
学
年
の
目
標
及
び
内
容
を
２
学
年
ま
と
め
て
示
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
音
楽
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
、
学
習
の
継
続
・
発
展
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る

と
い
う
、
音
楽
の
学
習
の
特
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
学
校
で
は
学
年
の
目
標
及
び
内
容
に
示
し
て
い
る

指
導
事
項
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
た
上
で
、
６
年
間
又
は
９
年
間
を
見
通
し
て
系
統
化
や
他
の
教
育
活
動
と
の
関

連
を
図
り
、
指
導
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑸
　
児
童
や
学
校
、
地
域
の
実
態
等
を
考
慮
す
る

　
 　
児
童
の
音
楽
的
な
発
達
の
段
階
や
音
楽
経
験
、
各
学
校
の
指
導
体
制
や
教
材
、
楽
器
等
の
整
備
状
況
、
地
域

の
教
育
資
源
や
学
習
環
境
な
ど
の
実
態
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、「
３
指
導
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意

す
べ
き
事
項
」
３
⑶
「
教
科
横
断
的
」
な
視
点
や
３
⑷
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
と
の
関
連
も
考
慮
す
る
。

２
　
指
導
計
画
作
成
の
一
般
的
な
手
順

　
※
１
　
各
学
校
に
お
け
る
音
楽
科
の
重
点
の
設
定

　
　
 　
学
習
指
導
要
領
の
目
標
等
を
十
分
研
究
し
た
上
で
、
地
域
や
学
校
の
実
態
等
を
考
慮
し
、
各
学
校
の
教
育

目
標
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
児
童
の
心
身
の
発
達
の
段
階
や
興
味
・
関
心
、
音
楽
経
験
等
の
特

性
、
保
護
者
の
意
向
な
ど
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
※
２
　
各
学
年
の
指
導
内
容
の
配
置

　
　
 　
各
学
年
に
お
い
て
は
、
地
域
や
学
校
の
実
態
、
児
童
の
心
身
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
考
慮
し
て
具
体

的
な
指
導
内
容
を
適
切
に
配
置
す
る
。
ま
た
、
各
指
導
内
容
と
〔
共
通
事
項
〕
を
関
連
さ
せ
る
。

　
　
ア
　
２
学
年
間
を
見
通
し
た
指
導

　
　
　
　
学
習
指
導
要
領
で
は
内
容
を
２
学
年
ま
と
め
て
示
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
取
り
上
げ
方
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
・
い
ず
れ
の
学
年
で
も
題
材
や
教
材
を
変
え
て
繰
り
返
し
指
導
す
る
。

　
　
　
・
 児
童
の
発
達
の
特
性
な
ど
か
ら
扱
う
学
年
を
一
方
に
し
て
指
導
す
る
。
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・
 楽
器
の
演
奏
技
術
の
習
得
の
よ
う
に
長
い
期
間
を
か
け
て

学
習
活
動
を
展
開
す
る
。

　
　
イ
　
教
材
や
楽
器
の
選
択

　
　
　
 　
各
学
年
で
取
り
扱
う
教
材
や
楽
器
を
選
択
す
る
際
に
は
、

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
選
択
の
観
点
を
踏
ま
え
、
学
校

や
児
童
の
実
態
等
を
考
慮
し
て
適
切
に
選
択
す
る
。
ま
た
、

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
〔
共
通
事
項
〕
の
意
義
を
踏
ま

え
、
表
現
と
鑑
賞
の
関
連
を
図
る
よ
う
適
切
に
選
択
す
る
。

　
※
３
　
年
間
指
導
計
画
の
作
成

　
　
 　
各
指
導
内
容
と
〔
共
通
事
項
〕
を
関
連
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
３
　
指
導
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
す
べ
き
事
項
」
に

つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る
。
ま
た
、
他
教
科
・
領
域
と
の
関
連
、

指
導
の
内
容
及
び
時
期
等
に
配
慮
し
、
両
者
が
相
互
に
効
果
を

高
め
合
う
よ
う
に
す
る
。

　
※
４
 　
題
材
ご
と
の
指
導
計
画
、
単
位
時
間
ご
と
の
学
習
指
導
案

の
作
成

　
　
 　
年
間
指
導
計
画
を
基
に
、
題
材
ご
と
、
単
位
時
間
ご
と
の
学

習
指
導
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
際
、
指
導
目
標
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
評
価
規
準
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
配
慮
を
要
す
る

児
童
へ
の
支
援
の
方
策
を
立
て
る
。

　
※
５
　
指
導
計
画
の
改
善

　
　
 　
授
業
実
施
後
、
指
導
計
画
の
評
価
を
行
い
、
指
導
計
画
の
改
善
を
随
時
行
う
。
さ
ら
に
次
年
度
の
指
導
計

画
作
成
に
生
か
す
。

３
　
指
導
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
す
べ
き
事
項

⑴
　
「
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
な
ど
課
題
を
抱
え
た
児
童
へ
の
指
導
」
の
視
点
（
解
Ｐ
109～

110）
　
・
 器
楽
演
奏
を
行
う
際
に
は
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
目
標
を
設
定
し
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
取
り
組
む
中
で

達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
・
 多
く
の
声
部
が
並
列
し
て
い
る
楽
譜
な
ど
は
、
拡
大
楽
譜
を
用
い
て
声
部
を
色
分
け
し
た
り
、
リ
ズ
ム
や
旋
律

を
部
分
的
に
取
り
出
し
て
カ
ー
ド
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
視
覚
的
に
情
報
を
整
理
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

⑵
　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
（
解
Ｐ
３
～
４
、
Ｐ
103～

105）
　
 　
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
音
楽
表
現
を
生
み
出
し
た
り
音
楽
を
聴
い
て

そ
の
よ
さ
を
見
い
だ
し
た
り
す
る
な
ど
、
思
考
、
判
断
し
、
表
現
す
る
一
連
の
過
程
を
大
切
に
す
る
視
点
か
ら
授

業
改
善
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶
　
「
教
科
等
横
断
的
」
な
視
点
（
解
Ｐ
４
～
５
）

　
 　
音
楽
科
に
お
け
る
言
語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
等
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
。

　
・
 言
語
能
力
…
曲
想
や
自
分
の
思
い
や
意
図
を
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
、
音
楽
に
関
す
る
用
語
や
記
号

な
ど
を
用
い
て
説
明
す
る
。

　
・
 情
報
活
用
能
力
…
自
分
た
ち
の
演
奏
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
や
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
音
し
、
聴
き
比
べ
た
り

よ
さ
や
課
題
を
見
付
け
た
り
す
る
。

　
・
 問
題
発
見
・
活
用
能
力
…
自
分
た
ち
の
歌
唱
に
つ
い
て
録
音
を
基
に
振
り
返
り
、
課
題
に
気
付
い
て
、
客
観
的

な
理
由
や
根
拠
を
基
に
よ
り
よ
い
音
楽
表
現
を
生
み
出
し
て
い
く
。

⑷
　
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
（
解
Ｐ
113）

　
 　
児
童
が
学
校
内
及
び
公
共
施
設
な
ど
の
学
校
外
に
お
け
る
音
楽
活
動
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
①
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
の
活
用
、
②
公
共
施
設
等
の
学
校
外
に

お
け
る
音
楽
活
動
の
実
施
、
③
郷
土
の
伝
統
音
楽
・
文
化
の
伝
承
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑸
　
「
道
徳
教
育
の
充
実
」
の
視
点
（
解
Ｐ
110）

　
 　
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
と
の
関
連
、
指
導
内
容
及
び
時
期
等
に
配
慮
し
、
両
者
が
相
互
に
効
果
を
高
め
合
う

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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第
２
　
指
導
計
画
の
作
成
の
た
め
の
資
料

　
こ
こ
に
掲
げ
る
資
料
は
、
各
学
校
に
お
い
て
年
間
指
導
計
画
等
を
作
成
す
る
際
の
参
考
と
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

⑴
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
　
［
第
１
学
年
］
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⑵
各
題
材
の
具
体
を
示
し
た
表
　
［
第
１
学
年
］
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⑶
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
　
［
第
３
学
年
］
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⑷
各
題
材
の
具
体
を
示
し
た
表
　
［
第
３
学
年
］
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⑸
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
　
［
第
５
学
年
］
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⑹
題
材
の
具
体
を
示
し
た
表
　
［
第
５
学
年
］　
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第
３
　
音
楽
に
お
け
る
「
知
識
」
の
捉
え
方
　

　
　
 　
音
楽
科
に
お
け
る
「
知
識
」
と
は
、
児
童
が
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
な
ど
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
し
、

表
現
や
鑑
賞
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
知
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
は
、
表
現
や
鑑
賞
の
活

動
を
通
し
て
、
実
感
を
伴
い
な
が
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
曲
名
や
、
音
符
、
休
符
、
記
号

や
用
語
の
名
称
な
ど
の
知
識
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
児
童
一
人
一
人
が
、
体
を
動
か
す
活
動
な
ど
を
含

む
よ
う
な
学
習
過
程
に
お
い
て
、
音
楽
に
対
す
る
感
性
な
ど
を
働
か
せ
て
感
じ
取
り
、
理
解
し
た
も
の
で
あ
り
、

個
々
の
感
じ
方
や
考
え
方
等
に
応
じ
て
習
得
さ
れ
た
り
、
新
た
な
学
習
過
程
を
通
し
て
更
新
さ
れ
た
り
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
 　
音
楽
科
に
お
け
る
「
知
識
」
の
習
得
に
関
す
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
主
に
次
の
２
点
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
①
 〔
共
通
事
項
〕
を
学
習
の
支
え
と
し
て
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
な
ど
の
働
き
に
つ
い
て
実
感
を
伴

い
な
が
ら
理
解
し
、
表
現
や
鑑
賞
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

　
　
②
 音
楽
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
的
意
義
を
、
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
自
己
と
の
関
わ
り
の
中
で
理
解

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

各
学
年
・
領
域
に
お
け
る
「
知
識
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て
　
（
→
は
、
具
体
的
な
例
）
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第
４
　
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
に
関
わ
る
指
導
の
充
実

　
今
回
の
改
訂
に
お
い
て
、「
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
に
親
し
み
、
よ
さ
を
一
層
味
わ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
」
の
「
更
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
で
取
り
上
げ
る

旋
律
楽
器
に
、
我
が
国
の
音
楽
の
よ
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
無
理
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
箏
な
ど
の
和

楽
器
が
、
新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
今
後
は
児
童
が
我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
に
愛
着
が
も
て
る
よ
う
、
指
導
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
に
お
い
て
、
各
領
域
間
、
各
学
年
間
で
系
統

的
、
発
展
的
な
指
導
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
次
の
表
は
、
本
資
料
の
年
間
指
導
計
画
に
示
さ
れ
た

我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
に
関
連
す
る
題
材
の
関
連
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
５
　
指
導
内
容
の
系
統
化
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第
６
　
１
単
位
時
間
の
指
導
計
画
（
第
５
学
年
）

　
⑴
題
材
名
　
　
　
　
日
本
と
世
界
の
音
楽
の
魅
力
を
見
つ
け
よ
う
 

　
⑵
題
材
の
目
標
　
　
省
略

　
⑶
指
導
事
項
　
　
　
Ａ
表
現
　
　
⑶
音
楽
づ
く
り
－
ア
イ
、
イ
イ
、
ウ
イ
　

　
⑷
題
材
の
指
導
計
画
（
９
時
間
扱
い
）

　
⑸
本
時
の
目
標
　
 反
復
、
呼
び
か
け
と
こ
た
え
、
変
化
な
ど
を
生
か
し
て
、
友
達
と
旋
律
を
つ
な
げ
て
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
旋
律
を
つ
く
る
。（
７
／
９
時
間
）
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展
　
開
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第７節　　　図　画　工　作

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　図画工作科の目標を押さえる（解P９～16）
　 　目標の実現に当たっては、⑴知識及び技能　⑵思考力、判断力、表現力等　⑶学びに向かう
力、人間性等を相互に関連させながら資質・能力の育成を図る。⑴、⑵、⑶は、別々に分けて育
成したり、順序性をもって育成したりするものではない。
⑵　内容の構成を把握し、育成すべき資質・能力を押さえる（解P20～25）
　　図画工作科の内容は、「Ａ表現」、「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕で、次のように構成されている。

２　指導計画作成の一般的な手順
 ⑴ 　図画工作科の指導の目標を設定する
　 　学習指導要領及び本編成要領を踏まえ、各学校の教育目標や重点、施設設備や行事、児童の
興味や関心、技能などの実態、地域の特色などを考慮して、具体的に設定する。
⑵　各学年の指導の目標を設定する
　 　各学校が設定する各学年の指導の目標は、学習指導要領の教科並びに各学年の目標を受け当
該年度の児童の実態を考慮して具体的に設定
する。
⑶　各学年の指導内容を検討する
　 　学習指導要領に示す内容構成に照らし、設
定した各学年の目標に応じた指導内容を検討
する。また、〔共通事項〕のアの指導（解
P114～116）、材料や用具について（解 P117
～120）検討する。
⑷　題材を検討する
　 　採択された教科書の題材を研究し、各学年の指導内容にふさわしい題材を検討する。
⑸　題材ごとの時間数を想定して、年間指導計画を作成する（解P106～108）
　 　題材の配列を基に年間の指導計画を作成する。計画の作成に当たっては、『独立した「鑑賞」』
『「工作」と「絵や立体」に配当する時数をおよそ等しくすること』について考慮する。
⑹　題材ごとの指導計画を作成する
　 　年間指導計画を基に、児童の実態を踏まえ、造形的なよさや美しさ、特性をつかみ、指導の内
容や評価の観点を整理し焦点化して、題材ごとの指導計画を作成する。
　※ 　〔共通事項〕は、それだけを題材にしたり、どの時間でも〔共通事項〕を教えてから授業を始
めたりするなどの硬直的な指導にならないよう配慮して指導計画に位置付ける。（解P33・34）

⑺　指導計画を評価し、改善する
　　年間指導計画は実践を基に検討し、問題点を明らかにして改善していく。 

内容の構成と三つの柱の関係
　「A表現」⑴【発想や構想に関する項目】
　　→　ア　造形遊び、イ　絵や立体、工作　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」
　「A表現」⑵【技能に関する項目】
　　→　ア　造形遊び、イ　絵や立体、工作　を通して育成する「技能」
　「B鑑賞」⑴【鑑賞に関する項目】
　　→　ア　鑑賞　　　　　　　　　　　　　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」
　〔共通事項〕⑴
　　→　ア　「A表現」「B鑑賞」　　　　　　を通して育成する「知識」
　　→　イ　「A表現」「B鑑賞」　　　　　　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」

・〔共通事項〕のアの指導の配慮事項（知識として捉える内容）
　　低学年　いろいろな形や色、触った感じなど
　　中学年　 形・色の感じ、それらの組合せによる感じ、色の

明るさなど
　　高学年　動き、奥行き、バランス、色の鮮やかさなど
・材料や用具の取扱い（該当学年で扱う内容に従前と変更なし）
　　低学年　 土、粘土、木、紙、クレヨン、パス、はさみ、の

り、簡単な小刀類など身近で扱いやすいもの
　　中学年　 木切れ、板材、釘、水彩絵の具、小刀、使いやす

いのこぎり、金づちなど
　　高学年　針金、糸のこぎりなど
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなどの課題を抱えた児童への指導」の視点（解P110・111）
　 　変化を見分けたり、微妙な違いを感じ取ったりすることが難しい場合は、造形的な特徴を理解し、
技能を習得するように、児童の経験や実態を考慮して、特徴が分かりやすいものを例示したり、多
様な材料や用具を用意したり、種類や数を絞ったりするなどの配慮をする。形や色などの特徴を捉
えることや、自分のイメージをもつことが難しい場合は、形や色などに気付くことや自分のイメージ
をもつことのきっかけを得られるように、自分や友人の感じたことや考えたことを言葉にする場を設
定するなどの配慮をする。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解P104～106）
　 　児童一人一人が「造形的な見方・考え方」を働かせ、表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に
関連させた学習が充実するようにすることが大切である。「造形的な見方・考え方」とは、感性や想
像力を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点で捉え、自分のイメージをもちながら意味
や価値をつくりだすことである。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けては、「知識及び技能」、
「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」を相互に関連させながら資質・能力
の育成を図る必要がある。その上で、自分の成長やよさ、可能性などに気付き、次の学習につなげら
れるようにすること、「この形や色でいいか」、「自分の表したいことは表せているか」などの自分との
対話を大切にしつつ、互いの活動や作品を見合いながら考えたことを伝え合ったり感じたことや思っ
たことを話したりするなどの言語活動を一層充実すること、育成を目指す資質・能力を明確にし、つ
くり、つくりかえ、つくるという学習過程を重視することなどが大切である。
⑶　「教科等横断的」な視点（解P4・121・122）
　 　他の教科等との関連を図るなどして、学習の基盤となる資質・能力（言語能力など）や現代的な
諸課題に対応して求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・マネジメントに努める。図画工
作科においては、特に〔共通事項〕を視点に、感じたことや思ったこと、考えたことなどを、話した
り聞いたり話し合ったりする、言葉で整理するなどの言語活動の充実を図る。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解P121）
　 　児童の鑑賞の充実の観点から、児童や学校の実態に応じて、地域の美術館や博物館など親しみの
ある美術作品や生活の中の造形などを展示している地域や場所を利用したり、連携を図ったりする。
利用においては、鑑賞を通して「思考力、判断力、表現力等」を育成する目的で行うようにするととも
に、児童一人一人が能動的な鑑賞ができるように配慮する。また、施設が提供する教材や教育プログ
ラムを活用する、学芸員などの専門的な経験や知識を生かして授業をするなど、多様な取組を考える。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解P111・112）
　 　教師の態度や行動による感化とともに、図画工作科と道徳教育との関連を明確に意識しながら、
適切な指導を行う必要がある。図画工作科の年間指導計画の作成などに際しては、道徳教育の全体
計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うようにすることが大
切である。 
⑹　「共同してつくりだす活動」の視点（解P108）
　 　「Ａ表現」の指導において、児童が友人と共に活動することを楽しむ傾向を生かし、適宜共同し
て製作する内容を取り入れる。共同して活動することは、様々な発想や構想、アイデア、表し方など
があることに互いに気付き、表現や鑑賞を高め合うことにつながる。活動を設定する場合には、児童
の実態を考慮するとともに、児童一人一人の発想や構想や技能などが友人との交流によって一層働
くようにすることが大切である。
⑺　「低学年における他教科等や幼児教育との関連」の視点（解P109・110）
　 　育成を目指す資質・能力を明らかにした上で、例えば、題材を選択する時期と他教科等の関連的
な単元等の時期を合わせる、図画工作科の時間につくったものを他教科等の時間に活用する、他教
科等における自然や社会などの経験を造形的な発想に生かすことなどが考えられる。
⑻　「事故防止と学習環境の整備を図る」視点（解P124･125）
　 　基本的な材料や用具は繰り返して体験できるように工夫し、その扱い方が確実に身に付くようにす
るとともに、鋭い刃物や電動式の用具などの管理に十分注意をはらうことが大切である。また、学校
は児童の楽しいアイディアや工夫が見られる造形的な空間であることが望ましい。そこで、校内の適
切な場所に作品を展示するなどして、それらを鑑賞できるように配慮することも大切である。
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第２　指導計画作成のための資料

１　指導内容の系統表
〔幼稚園教育要領（表現）〕
　 　感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする。

〔第１学年及び第２学年〕　※目標（解P35）　※思、判、表等…思考力、判断力、表現力等の略
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〔第３学年及び４学年〕　　　※目標（解P58）
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〔第５学年及び６学年〕　　　※目標（解P81）
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〔中学校第1学年〕　　※中解美…中学校学習指導要領解説美術編の略
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２　内容別題材配当表例

【第１学年】
（総授業数　68時間）

      

 
   

 

 
 

  

 
   

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 
  

 

  

 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
  

   

 

  

 

 

 

 
  

 

 
   

 
  

 

  

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 

※このページ以降の（絵）（立）（工）という表記は、その題材の主たる活動を示す。
※◎印は、適宜共同してつくりだす活動を取り上げるようにした題材を示す。
※ 時間の「２～４」という表記は、児童や学級の実態に応じてその時間の範囲を弾力的に扱うこ
とを表す。
※ 主な材料・用具覧の下線は、当該学年（低・中・高学年の2学年間）で扱うべき材料または用具
を示す。
※ 〔共通事項〕は題材ごとにア、イを指導するが、本誌では主たる例としていずれか一方を示す。
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　【第２学年】（総授業数　70時間）
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【第３学年】（総授業数　60時間）
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【第４学年】（総授業数　60時間）
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【第５学年】（総授業数　50時間）
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【第６学年】（総授業数　50時間）

３　題材及び１単位時間の指導計画作成の留意事項  
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第８節　　　家　　　庭

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　学習指導要領の目標を踏まえて、２学年にわたって学習する内容を「Ａ家族・家庭生活」「Ｂ衣
食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」で示しているが、これらは指導の順序や三つの内容別に指導を
することを示しているものではない。　　　
　指導に当たっては、各内容の各項目の指導の順序を工夫し、各指導事項ア、イとの関連を図って
題材を構成し、効果的な学習指導ができるよう年間計画を作成する。
２　指導計画作成の一般的な手順
　２学年間を見通した全体的な指導計画の作成に当たっては、次のような手順が考えられる。

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解Ｐ70、71）
　 　個々の児童によって、学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、困難さに応
じた指導内容や指導方法を工夫する。その際、児童の学習負担や心理面にも配慮する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解Ｐ67、68）
　 　題材などの内容や時間のまとまりの中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話
的で深い学びの実現を図る。その際、生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、知識と生活経験
等と関連付けて深く理解するとともに、日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し様々な
解決方法を考え、他者と意見交流し、実践を評価・改善して、新たな課題を見いだす過程を重視
した学習の充実を図る。
⑶　「教科等横断的」な視点（解Ｐ４、５）
　 　指導に当たって、他教科等の指導内容の関連を検討し、指導の時期や指導の方法などについて
相互の関連を考慮して指導することが考えられる。また、言語能力、情報活用能力、問題発見・
解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していく。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解Ｐ２）
　 　教育課程の編成に当たって、社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、求められる資質・能力を
教育課程において明確化し育み、地域の人的・物的資源を活用する。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解Ｐ71、72）
　 　家庭科と道徳科で扱う内容や教材の中で、適切なものを相互に活用すると効果的である。　
⑹　各項目に配当する授業時数及び各項目の履修学年（解Ｐ68、69）
　 　児童や学校、地域の実態等を考慮し、各学校において適切な授業時数を配当する。２学年間を
通して履修学年や指導内容を適切に配列すること。２学年間の学習の見通しをもたせるために、
第５学年の最初に、ガイダンスを設定する。（編Ｐ133チェック表参照）
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⑺　「Ａ家族・家庭生活」の⑷の指導（解Ｐ69）
　 　「家族・家庭生活についての課題と実践」については、それまでの学習により習得した知識及
び技能などを十分に活用できるようにする。Ａ、Ｂ、Ｃの内容の関連を図り、２学年間で一つ又
は二つの課題を設定し、時期を考慮して実施する。
⑻　段階的な題材の配列（解Ｐ69）
　 　学年の発展性や系統性、季節、学校行事、地域等との関連を考え配列する。基礎的なものから
応用的なものへ、簡単なものから複雑なものへというように、次第に発展する内容であることに
留意する。また、反復が必要なものについては、題材に繰り返し位置付けるなど、指導計画を工
夫する。　
⑼　題材の構成（解Ｐ69、70）
　 　育成する資質や能力を明確する。関連する内容の組合せを工夫したり、学習過程との関連を
図ったりする。児童や地域の実態に合わせ、身近な題材を設定するよう配慮する。

食生活 衣生活
題材の
指定

・日本の伝統的な文化を重視し、継承するための米飯とみそ汁
・ゆでる材料として青菜やじゃがいも・和食の基本となるだしの役割

ゆとりや縫いしろを理解させるた
めの袋

４　内容の取扱いと指導上の配慮事項（解Ｐ72～78）
⑴　言語活動の充実
　 　家庭科では国語科を中心として育まれた言語能力を基に、調理や製作等における体験を通して
生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解するようにしたり、観察や実習等の際のレポート作成
や考察、思考したことを発表したりするなどの言語活動を通して、教科のねらいをより確実に定
着させることができるようにする。
⑵　コンピュータや情報通信ネットワークの活用
　 　実習等における情報の収集・整理や、実践結果の発表などを行う際に、コンピュータをはじめ
とする情報機器を効果的に活用する。
⑶　実践的・体験的な活動の充実
　 　実践的・体験的な活動を中心とし、児童が習得した知識及び技能を生活の場で生かすことがで
きるよう、児童の実態を踏まえた具体的な活動を設定する。何をどのように学び、生活のどの場
面でどのように生かすのかを児童がイメージし、実践できるようにする。
⑷　個に応じた指導の充実
　 　児童一人一人の個性を生かし伸ばすために、ティームティーチングや少人数指導を取り入れた
り、教材・教具を工夫したりする。また、学習形態の工夫や、児童の家庭科における実態をもと
にした学習場面でのグループやペアなどのメンバー構成を考えるなど、効果的な学びができるよ
うにする。
⑸　家庭や地域との連携
　 　家庭や地域との連携を積極的に図り、児童が習得した知識及び技能を定着させていく。そのた
めに、日ごろから家庭が家庭科の授業への関心をもてるよう、家庭科の学習内容を広くアピール
したり、授業におけるボランティアを要請したりするなど、計画的に行う。家庭・地域との連携
が児童の学習を学校とともに支えていることを理解し、連携体制を持続させる。
⑹　実習の指導
　 　家庭科は実践的・体験的な活動を通して学習するという特徴がある。その中心的な学習活動で
ある調理や製作などの実習を安全かつ効果的に進めるために、事故防止、安全管理、衛生管理に
十分配慮し、指導を徹底する。米飯とみそ汁、青菜とじゃがいも以外は題材を指定していないた
め、地域や学校、児童の実態に応じた多様な食品を用いることができる。その際、食物アレル
ギーへの対応には、十分配慮し、食品の扱い方に注意した適切な活用を図る。
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 第２　指導計画作成のための資料

１　内容、項目、事項について
　内容の指導に当たっては、第４学年までの学習を踏まえ、他教科等との関連を考慮しながら、各
内容の系統性を明確にして指導ができるよう配慮する。各内容の指導事項アは、知識及び技能の習
得に係る事項、各内容の指導事項イは、アで習得した知識及び技能を活用して思考力、判断力、表
現力等を育成することに係る事項である。それらの指導事項ア及びイは、学習過程を踏まえ、関連
を図って取り扱う。
　なお、家族構成や児童のプライバシーに十分配慮する。

⑴　各項目に示す事項のねらい、配慮事項及び活動例  



― 125 ―



― 126 ―



― 127 ―

 ⑵　空間軸や時間軸の視点を重視し、小・中・高等学校の体系化を図った指導計画の作成
　 　空間軸の視点では、家庭、地域、社会という空間的な広がりから、時間軸の視点では、これま
での生活、現在の生活、これからの生活、生涯を見通した生活という時間的な広がりから学習対
象を捉え、学校段階を踏まえて指導内容を整理する。
⑶　学習過程を踏まえた育成する資質・能力の明確化
　 　生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、解決方法を検討し、計画、実践、評価・改善す
るという一連の学習過程を重視し、この過程を踏まえて知識及び技能の習得に係る内容や、それ
らを活用して思考力、判断力、表現力等の育成に係る内容について整理する。

２　小学校家庭、中学校技術・家庭（家庭分野）の内容一覧
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３　２学年間を見通した指導計画例
⑴　基礎的な理解及びそれらに関わる技能の確実な定着を重視した年間指導計画例
　　◎ 実践的・体験的な学習活動を繰り返し行い、基礎的な理解及びそれらに関わる技能を確実に

身に付け、活用する場面を設定した指導計画とした。
＜第５学年（60時間）＞
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＜第６学年（55時間）＞
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⑵ 　家庭生活と学習を結び付け、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育成することを
重視した年間指導計画例
　◎ 「Ａ家族・家庭生活」に視点を当て、児童が家族や地域の人々と協力し、よりよい家庭生活を
工夫して実践する喜びを味わえるよう「みつめる・さぐる・実践・深める・いかす」の学びの
過程を重視した指導計画とした。

＜第５学年（60時間）＞
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＜第６学年（55時間）＞
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４　題材の計画と一単位時間の展開例
　 　２学年間を見通した指導計画（編P131）第６学年　１食分の食事を作ってみよう　題材の計画（13 時間扱い）

本時の展開例
〇目標　
　・自分が考えた家族に喜んでもらえる献立と調理計画を見直して、完成させる。〈創意工夫〉　　
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５　指導項目・事項チェック表
　年間指導計画をチェックしているものです。これを作成して、漏れがないか確認してください。



―
 134 ―

第
９
節
　
　
　
体
　
　
　
育

第
１
　
指
導
計
画
の
作
成

１
　
指
導
計
画
作
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　２
　
指
導
計
画
作
成
の
一
般
的
な
手
順

　
 　
年
間
指
導
計
画
は
、
各
学
校
の
体
育
科
の
時
間
等
の
根
幹
を
な
す
基
本
的
な
計
画
で
あ
る
。
各
学
校
に
お
い

て
は
、
地
域
や
学
校
及
び
児
童
の
実
態
や
特
性
を
十
分
考
慮
し
て
、
小
学
校
６
年
間
を
見
通
し
、
各
学
年
の
目
標

や
内
容
、
授
業
時
数
、
単
元
配
列
等
を
的
確
に
定
め
、
年
間
を
通
し
て
運
動
の
実
践
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
な
ど
調

和
の
と
れ
た
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　３
　
指
導
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
す
べ
き
事
項
　
　

【
体
育
科
の
目
標
】

　
 　
体
育
や
保
健
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
に
向
け
た
学
習
過
程
を
通
し
て
，

心
と
体
を
一
体
と
し
て
捉
え
，
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実

現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴
 　
そ
の
特
性
に
応
じ
た
各
種
の
運
動
の
行
い
方
及
び
身
近
な
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
理
解

す
る
と
と
も
に
，
基
本
的
な
動
き
や
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
 

  
　
⑵
 　
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
自
己
の
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判
断
す
る
と
と
も
に
，

他
者
に
伝
え
る
力
を
養
う
。
 

　
⑶
 　
運
動
に
親
し
む
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
目
指
し
，
楽
し
く
明
る
い
生
活
を
営
む

態
度
を
養
う
。
 

 
【
体
育
科
の
見
方
・
考
え
方
】

　
 　
体
育
科
に
お
い
て
は
，「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
学
習
過
程
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
，
体
育
科
で

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
よ
り
豊
か
に
な
り
，
体
育
科
の
目
標
で
あ
る
，「
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健

康
を
保
持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
」
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

知
識
及
び
技
能

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

［
体
育
の
見
方
・
考
え
方
］

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
，
そ
の
価
値
や
特
性
に
着
目

し
て
，
楽
し
さ
や
喜
び
と
と
も
に
体
力
の
向
上
に
果

た
す
役
割
の
視
点
か
ら
捉
え
，
自
己
の
適
性
等
に
応

じ
た
「
す
る
・
み
る
・
支
え
る
・
知
る
」
の
多
様
な

関
わ
り
方
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

［
保
健
の
見
方
・
考
え
方
］

　
個
人
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
課
題
や
情
報
を
，

健
康
や
安
全
に
関
す
る
原
則
や
概
念
に
着
目
し
て
捉

え
，
疾
病
等
の
リ
ス
ク
の
軽
減
や
生
活
の
質
の
向
上
，

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
関
連
付
け
る
こ
と
で

あ
る
。

【
手
順
】

　
⑴
 　
基
礎
資
料
（
児
童
の
実
態
、
施
設
・
用
具
の
規
模
と
数
、
学
級
・
教
職
員
数
、
地
域
の
条
件
等
）
を

作
成
す
る
。

　
⑵
　
学
校
に
お
け
る
体
育
科
の
目
標
を
定
め
、
指
導
方
針
を
明
確
に
す
る
。

　
⑶
　
各
学
年
の
指
導
内
容
・
領
域
別
時
数
を
決
め
る
。

　
⑷
　
単
元
の
構
成
や
規
模
を
決
め
る
。

　
⑸
　
単
元
の
配
列
を
決
め
る
。

　
⑹
　
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
。

　
⑺
　
実
践
を
も
と
に
年
間
指
導
計
画
の
評
価
、
改
善
を
行
う
。

体
育
科
の
視
点

各
教
科
等
共
通
の
視
点

⑴
　
「
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
な
ど
課
題
を
抱
え
た
児
童
へ
の
指
導
」
の
視
点

　
 　
運
動
領
域
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
児
童
の
運
動
（
遊
び
）
の
行
い
方
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
場

や
用
具
、
補
助
の
仕
方
に
配
慮
す
る
な
ど
、
困
難
さ
に
応
じ
た
手
立
て
を
講
じ
て
い
く
。
保
健
領
域
の
指
導
に
お
い

て
も
、
不
安
や
悩
み
な
ど
へ
の
対
処
や
け
が
の
手
当
な
ど
の
技
能
の
実
技
指
導
に
つ
い
て
は
、
運
動
領
域
の
指
導

と
同
様
の
配
慮
を
す
る
。

　
【
運
動
領
域
に
お
け
る
配
慮
の
例
】

　
　
・
 複
雑
な
動
き
を
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
に
困
難
が
あ
る
場
合
に
は
、
動
き
を
細
分
化
し
た
り
、

適
切
に
補
助
を
し
た
り
す
る
。
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 ⑵
　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点

　
≪
主
体
的
な
学
び
≫

　
　
・
 運
動
の
楽
し
さ
や
健
康
の
意
義
等
に
気
付
き
、
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
課
題
の
解

決
に
向
け
て
自
ら
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

　
　
・
学
習
を
振
り
返
り
、
課
題
を
修
正
し
た
り
、
新
た
な
課
題
を
設
定
し
た
り
す
る
。

　
≪
対
話
的
な
学
び
≫

　
　
・
 運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
自
己
の
思
考
を
広
げ
た
り
深
め

た
り
す
る
。

　
≪
深
い
学
び
≫

　
　
・
 自
己
の
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
課
題
を
見
付
け
、
解
決
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
思
考
を
深

め
、
よ
り
よ
く
解
決
す
る
。

　
 　
こ
れ
ら
の
三
つ
の
学
び
の
過
程
を
独
立
し
て
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
を
図
り
、
体
育
や
保
健
の

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
単
元
の
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
多
様
な
学
習
活
動
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

授
業
を
組
み
立
て
て
い
く
。

　
【
多
様
な
学
習
活
動
の
例
】

　
　
・
自
身
の
学
び
や
変
容
を
自
覚
で
き
る
活
動
　
　
　
・
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
活
動

　
　
・
児
童
が
考
え
る
活
動
と
教
師
が
教
え
る
活
動

⑶
　
「
教
科
等
横
断
的
」
な
視
点

　
 　
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
を
踏
ま
え
、
教
科
等
の
枠
を
超
え
、
全
て
の
教
科
等
の
つ
な
が
り

の
中
で
育
ん
で
い
く
も
の
を
明
確
に
す
る
。

　
【
教
科
等
横
断
的
な
学
習
活
動
の
例
】

　
　
・
 筋
道
を
立
て
て
練
習
や
作
戦
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
や
、
身
近
な
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
論
理
的
な
思
考
力
の
育
成
を
促
す
た
め
の
言
語
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

　
　
・
 「器
械
・
器
具
を
使
っ
て
の
運
動
遊
び
」
と
、
生
活
科
の
「
学
校
，
家
庭
及
び
地
域
の
生
活
に
関
す
る
内

容
」
と
を
関
連
付
け
、
施
設
や
用
具
の
安
全
に
気
を
付
け
て
運
動
遊
び
を
す
る
。

⑷
　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
視
点

　
 　
社
会
や
世
界
の
状
況
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
教
育
課
程
に
お
い
て
明
確
に
し
た
り
、

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
の
活
用
や
放
課
後
、
土
曜
日
等
を
活
用
し
た
社
会
教
育
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
し
て
い
く
。

　
【
人
的
資
源
の
活
用
を
図
っ
た
学
習
活
動
の
例
】

　
　
・
 地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
を
招
き
、
示
範
や
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
技
能
の
向
上
を
図
る
。

⑸
　
「
道
徳
教
育
の
充
実
」
の
視
点

　
 　
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
と
の
関
連
を
図
っ
た
り
、
道
徳
科
の
指
導
の
内
容
及
び
時
期
等
に
配
慮
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
体
育
科
で
扱
っ
た
内
容
や
教
材
の
中
で
適
切
な
も
の
を
道
徳
科
に
活
用
し
た
り
、
道
徳
科
で
取
り
上
げ
た

こ
と
に
関
係
の
あ
る
内
容
や
教
材
を
体
育
科
で
扱
っ
た
り
す
る
な
ど
、
相
互
に
効
果
を
高
め
合
う
よ
う
に
す
る
。

　
【
道
徳
教
育
と
の
関
連
を
図
っ
た
学
習
活
動
の
例
】

　
　
・
 集
団
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
仲
間
と
協
力
す
る
、
勝
敗
を
受
け
入
れ
る
、
フ
ェ
ア
プ

レ
イ
を
大
切
に
す
る
、
仲
間
の
考
え
や
取
組
を
理
解
す
る
な
ど
の
態
度
を
養
う
。

⑹
　
「
授
業
時
数
配
当
」
の
視
点

　
・
 児
童
の
実
態
や
学
校
・
地
域
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
、
特
色
あ
る
領
域
別
時
数
を
工
夫
し
配
当
す

る
。
た
だ
し
、
一
部
の
領
域
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
・
 機
能
的
特
性
に
十
分
触
れ
、
学
習
内
容
の
確
実
な
習
得
を
図
る
た
め
に
、
２
学
年
間
で
運
動
の
取
り
上
げ

方
の
弾
力
化
を
図
り
、
で
き
る
限
り
低
・
中
学
年
で
も
中
・
大
単
元
化
す
る
。

　
・
 日
常
的
な
体
育
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、
学
校
行
事
と
の
関
連
を
図
る
。

　
・
 第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
の
内
容
の
「
Ｇ
 保
健
」
に
配
当
す
る
授
業
時
数
は
、
２
学
年
間
で
８
単
位
時
間
程
度
、

ま
た
、
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
の
内
容
の
「
Ｇ
 保
健
」
に
配
当
す
る
授
業
時
数
は
、
２
学
年
間
で
16単
位
時
間

程
度
と
す
る
。
な
お
、
効
果
的
な
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
時
期
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
配
当
す
る
。
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第２　指導計画作成のための資料 
 　１　各学年の内容の取扱い



―
�
��
�

２
　
指
導
計
画
作
成
上
の
手
順
と
留
意
点

⑴
　
基
礎
資
料
（
児
童
の
実
態
、
施
設
・
用
具
の
規
模
と
数
、
学
級
・
教
職
員
数
、
地
域
の
条
件
等
）
を
作
成
す
る

　
　
児
童
の
実
態
や
学
校
・
地
域
に
応
じ
た
特
色
あ
る
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
児
童
の
実

態
、
施
設
・
用
具
の
規
模
と
数
、
学
級
・
教
職
員
数
、
地
域
の
条
件
等
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
例
：
Ａ
小
学
校
）

⑵
　
学
校
に
お
け
る
体
育
科
の
目
標
を
定
め
、
指
導
方
針
を
明
確
に
す
る

　
（
例
：
Ａ
小
学
校
）

ア
　
体
育
科
の
目
標
・
・
・
運
動
の
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ
て
、
基
本
的
な
動
き
や
技
能
を
身
に
付
け
た
り
、

健
康
・
安
全
に
関
す
る
課
題
を
解
決
し
た
り
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保

持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
。

�
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
の
育
成
）

イ
　
指
導
方
針
・
・
・
指
導
内
容
の
系
統
性
を
踏
ま
え
た
運
動
の
取
り
上
げ
方
の
重
点
化
・
弾
力
化
を
図
る
。

指
導
内
容
の
明
確
化
と
確
実
な
定
着
を
図
る
。
運
動
領
域
と
保
健
領
域
の
関
連
を
図
る
。

児
童
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
体
力
（
特
に
走
力
・
投
力
・
持
久
力
）
の
向
上
を
図
る
。

�
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
）

⑶
　
各
学
年
の
指
導
内
容
・
領
域
別
時
数
を
決
め
る

　
○
運
動
の
取
上
げ
方
の
重
点
化

　
　
　
基
礎
資
料
(児
童
の
実
態
、
施
設
・
用
具
の
規
模
と
数
、
学
級
・
教
職
員
数
、
地
域
の
条
件
等
)や
学
校
に

お
け
る
体
育
科
の
目
標
、
指
導
方
針
等
を
基
に
重
点
領
域
を
選
定
し
、
領
域
別
の
指
導
時
数
を
配
当
す
る
。

（
例
：
Ａ
小
学
校
）

　　
○
運
動
の
取
上
げ
方
の
弾
力
化

　
　
 　
学
年
の
目
標
及
び
内
容
が
２
学
年
ご
と
に
ま
と
め
て
示
さ
れ
て
い
る
意
図
を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
の
学
年
に
分
け

る
か
、
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
る
か
等
、
６
年
間
を
見
通
し
て
、
２
学
年
間
で
の
弾
力
的
な
扱
い

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
児
童
に
じ
っ
く
り
と
学
習
に
取
り
組
ま
せ
、
指
導
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
。

　
（
例
：
Ａ
小
学
校
　
第
３
学
年
・
第
４
学
年
）

 

 

 

 

 

【
Ａ
小
学
校
に
お
け
る
配
当
上
の
留
意
点
】

○
 体
つ
く
り
運
動
系
は
、
持
久
力
が
低
下
し
て
い
る
実
態
や
、

体
の
基
本
的
な
動
き
や
多
様
な
動
き
を
身
に
付
け
る
視
点

か
ら
、
低
・
中
学
年
の
時
数
を
十
分
に
確
保
す
る
。

○
 陸
上
運
動
系
は
、
走
力
や
投
力
が
低
下
し
て
い
る
実
態
や
、

運
動
会
、
市
内
陸
上
大
会
な
ど
の
関
連
か
ら
、
全
学
年
に

わ
た
っ
て
時
数
を
多
く
配
当
す
る
。
ま
た
、「
投
の
運
動

（
遊
び
）
を
加
え
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
偶
数
学
年
に
「
投
の
運
動
（
遊

び
）」
を
取
り
入
れ
る
。

○
 ボ
ー
ル
運
動
系
は
、
投
力
が
低
下
し
て
い
る
実
態
や
、
学

習
内
容
に
発
展
性
が
あ
る
た
め
、
全
学
年
に
わ
た
っ
て
時

数
を
多
く
配
当
す
る
。
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⑷
　
単
元
の
構
成
や
規
模
を
決
め
る

　
 　
機
能
的
特
性
や
学
年
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
、
単
元
の
規
模
や
各
運
動
に
ど
の
程
度
の
時
間
を
か
け
る
か

を
決
め
る
。
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
大
単
元
を
多
く
設
定
す
る
と
よ
い
。

　
（
例
：
Ａ
小
学
校
）

⑸
　
単
元
の
配
列
を
決
め
る

　
 　
機
能
的
特
性
が
明
確
で
、
児
童
に
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
そ
の
内
容
が
豊
か
で
発
展
性
の
あ
る
運
動
を
主
単

元
と
し
、
主
単
元
を
中
心
に
ゆ
と
り
あ
る
学
習
時
間
を
確
保
し
た
計
画
を
立
て
て
い
く
。
そ
の
他
の
運
動
は
副
単

元
と
し
、
主
単
元
と
組
み
合
わ
せ
て
配
列
し
、
時
間
を
十
分
に
配
当
す
る
単
元
、
時
間
を
少
し
配
当
す
る
単
元
と

い
っ
た
よ
う
に
、
軽
重
を
つ
け
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
単
元
の
組
み
合
わ
せ
の
例
：
Ａ
小
学
校
  第
１
学
年
）

　⑹
　
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る

【
年
間
指
導
計
画
に
必
要
な
項
目
】

　
○
月
　
（
時
）
…
月
ご
と
に
指
導
時
間
が
わ
か
る
よ
う
に
示
す
。

　
○
体
育
的
行
事
…
新
体
力
テ
ス
ト
、
プ
ー
ル
開
き
、
運
動
会
等
を
示
す
。

　
○
単
　
元
　
名
…
わ
か
り
や
す
い
単
元
名
を
示
す
。

　
○
ね
　
ら
　
い
…
各
学
校
の
実
態
に
即
し
て
ね
ら
い
を
定
め
る
。
　

　
○
時
間
（
回
）
…
年
間
の
指
導
時
間
（
回
数
）
を
１
単
位
時
間
ご
と
に
示
す
。

　
○
構
　
　
　
成
…
 単
独
単
元
か
組
み
合
わ
せ
単
元
か
が
わ
か
る
よ
う
に
示
す
。
組
み
合
わ

せ
単
元
の
場
合
に
は
、
そ
の
順
序
と
45分

を
ど
の
よ
う
に
区
切
っ
て
合

わ
せ
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
示
す
。

　
○
備
　
　
　
考
…
 他
教
科
等
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
示
す
。

　
※
そ
　
の
　
他
…
 単
元
ご
と
の
指
導
計
画
に
は
、
学
習
内
容
や
学
習
の
道
筋
、
場
づ
く
り
、

必
要
な
用
具
、
評
価
規
準
等
を
示
す
と
よ
い
。

⑺
　
実
践
を
も
と
に
年
間
指
導
計
画
の
評
価
、
改
善
を
行
う

　
○
 単
元
終
了
時
や
学
期
末
に
、
実
践
を
踏
ま
え
た
改
善
点
を
年
間
指
導
計
画
に
朱
書
き
し
、
見
直
し
を
積
み
重
ね

る
。
併
せ
て
、
使
用
し
た
学
習
資
料
や
学
習
カ
ー
ド
、
手
作
り
教
具
、
電
子
デ
ー
タ
等
の
整
理
及
び
保
存
を
す
る
。

　
○
学
年
末
に
、
次
年
度
に
向
け
、
積
み
上
げ
て
き
た
朱
書
き
等
を
も
と
に
年
間
指
導
計
画
を
改
善
す
る
。

 

   

 

   

 

    

 

【
単
元
配
列
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
】

○
季
節
に
よ
っ
て
位
置
付
け
が
決
め
や
す
い
単
元
か
ら
決
め
る
。

○
学
校
行
事
と
関
連
す
る
単
元
を
位
置
付
け
る
。

○
 各
学
期
に
ど
う
配
分
す
る
か
を
考
え
、
関
係
領
域
の
各
単

元
を
位
置
付
け
る
。

○
 体
育
施
設
・
用
具
の
合
理
的
な
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
学

年
間
で
の
調
整
を
図
る
。
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第１学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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第２学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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第３学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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第４学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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第５学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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第６学年　　 ○Ａ小学校の年間指導計画
○児童の実態から、走力・投力・持久力に重点を置く。



―
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３　領域別指導内容系統表
⑴　小学校体育科の領域構成と内容  

⑵　中学校保健体育科の内容及び取扱い等
【体育分野】
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４
　
単
元
計
画
及
び
１
単
位
時
間
の
指
導
計
画
作
成

⑴
　
児
童
の
実
態
に
基
づ
い
た
単
元
及
び
１
単
位
時
間
の
計
画
の
作
成
・
実
施
・
評
価
・
改
善
（カリキュラム・マネジメントの実現）

⑵
　
単
元
計
画
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
（
課
題
を
見
付
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
学
習
過
程
例
）
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⑶
　
１
単
位
時
間
の
指
導
計
画
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
【
３
⑵
】
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第10節　　　外　　　国　　　語

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　 　指導計画作成に当たっては、第３学年及び第４学年並びに中学校及び高等学校における指導と
の接続に留意しながら、外国語の目標や基本的な理念を踏まえて行うようにする。また、学年ご
との目標を適切に定め、２学年間を通じて外国語科の目標の実現が図れるように配慮する。
⑴　外国語の目標（学 P137）
　

⑵　外国語の基本的な理念（ガイドブック基本編「小学校外国語教育（外国語活動・外国語）の基本理念」参照）
　

２　指導計画作成の一般的な手順
⑴　年間指導計画（編 P154～157  資料Ｃ）
　 （ガイドブック実践編「題材選定の仕方・教材の在り方」及び「年間指導計画の立案」参照）

　 　年間指導計画を作成する際には、以下
の点に留意する。
　ア 　自校の外国語の目標は、外国語の目
標・内容（編 P150～152  資料Ａ）を踏
まえ、 自校の学校教育目標、児童・地
域・学校の実態に合わせ、指導の重
点・努力点等を参考に設定する。

　イ 　コミュニケーションの場面（挨拶、
買い物、地域の行事等）やコミュニ
ケーションの働き（気持ちを伝える、
事実・情報を伝える等）を参考に活動
を整理し、学校行事等に関連付けて学
習できるよう配列し、年間指導計画を
作成する。

　ウ 　言語活動で扱う題材は、「児童の興味・関心」、「他教科等の学習や学校行事等で扱う内容と
の関連」、「国際理解と自国理解」について留意する。

　エ 　教材選定に当たっては、各学年の目標や内容に資するものであるかという点が重要である。
各学校や学級の実態に合わせたオリジナル教材の活用などの工夫を図ることが必要である。

　オ 　学年ごとの「学習到達目標」（CAN－ DOリスト） （編 P153  資料Ｂ）を設定することにより、
児童にどのような英語力が身に付くか、英語を用いて何ができるようになるか、あらかじめ明
らかにし、児童と共有することで授業のねらいを明確にすることとなる。

⑵　単元計画の立案（ガイドブック授業研究編Ⅱ外国語「単元・授業構成上の留意点」参照）　
　 　単元計画を構成する際には、ゴールから逆算した（バックワード・デザイン）１単位時間ごと
の目標を設定し、言語活動を組み立ていく。特に以下の点について留意する。
　ア　「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の順序性を踏まえる。
　イ　単元を通じて繰り返し取り組ませる活動を位置付ける。

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る基礎となる資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

＊ガイドブック：文部科学省「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック」のこと。

ア　外国語を用いたコミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の育成
イ　「聞くこと」「話すこと」及び、「読むこと」「書くこと」の４技能を扱う
ウ　音声から文字への指導を行う
エ　言語活動を通して、文や文構造への理解を図る

DC E

A

CAN DO B
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　ウ 　教師が単元終末段階で児童に望む具体的
な姿のイメージをもち、実態に応じて単元を
見通した具体的な課題を設定する。

　　（編 P155,157,158～160  資料Ｄ）
⑶　 １単位時間の授業計画（ガイドブック授業研究編Ⅱ

外国語「単元・授業構成上の留意点」参照）

　　（編 P160,161  資料Ｅ）
　 　 　１単位時間の授業計画を構成する際には、
以下の点に留意する。

　ア 　「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書
くこと」の順序性を踏まえる。

　イ 　当該単位時間のねらいや評価する言語活動
を焦点化する。  

⑷　評価
　 　完成した年間指導計画は、学校行事や他教科等の学習内容、児童の発達の段階や興味・関心
に応じて、見直しや修正を行う。　 
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解P64,65）
　 　音声を聞き取ることが難しい場合、外国語と日本語の音声やリズムの違いに気付くことができ
るよう、リズムやイントネーションを、教員が手拍子を打つ、音の強弱を手を上下に動かして表
すなどの配慮をする。また、本時の流れが分かるように、本時の活動の流れを黒板に記載してお
くなどの配慮をする。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（ガイドブック授業研究編Ⅱ外国語「授業研究の視点⑧」参照）
　　単元など内容や時間のまとまりの中で、以下の視点で授業改善を進める。
　ア「主体的」：架空のことだけではなく、自分自身の考えや気持ちを表現させる。
　イ「対話的」：伝え合う目的があり、伝え合う内容が互いに未知であるよう工夫する。
　ウ「深い学び」：伝え合う活動を通して、言語材料の「意味」「場面」「目的」を結び付けるようにする。
⑶　「教科等横断的」な視点（ガイドブック授業研究編Ⅱ外国語「授業研究の視点⑥」参照）
　 　他教科等や学校行事で得た知識や体験を、外国語の学習の中で適切に生かすために、相互の
関連について検討し、指導計画に位置付ける。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解 P65,66）
　 　学級担任の教師又は外国語を担当する教師が指導計画を作成し、授業を実施するに当たっては、
ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等、指導体制の充実を図ると
ともに、指導方法の工夫を行う。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解 P73,74）
　 　道徳教育の全体計画との関連、指導内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合う
ようにする。
⑹　「外国語教育の充実」の視点（ガイドブック基本編「外国語の基本的な理念」参照）
　ア　中学年の外国語活動、中学校外国語との接続に留意する。
　イ 　中学年の外国語活動を履修する際に扱った簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り
返し指導して定着を図る。これにより、外国語を用いたコミュニケーションを図る基礎となる
資質・能力を育成する。

　ウ 　「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」及び、「読むこと」「書くこと」の
五領域を扱う。ただし、「読むこと」「書くこと」については、「慣れ親しみ」であり、「聞くこ
と」「話すこと」に求める技能とは同等ではないことに留意する。

　エ　まずは音声で十分に慣れ親しんだ後、細かな段階を踏んで文字への指導を行う。
　オ 　言語活動を通して、文や文構造への理解を図る。文や文構造の解説を通してではなく、児童
にとって必然性のある活動を通して語彙や表現に出合わせるなどの工夫をし、児童が考えや気
持ちを表現できるようにする。
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第２　指導計画作成のための資料
 資料Ａ 「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表（解 P75～78）
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること
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「外国語の言語材料」の学校段階別一覧表（解 P79, 80）

(1) 英語の特徴等に関する事項  

  実際に英語を用いた言語活動を通して，次の事項を体験的に身に付けることができるよう指導する。  

 ア 言語を用いて主体的にコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを知ること。  

 イ 日本と外国の言語や文化について理解すること。  

    (ｱ) 英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付くこと。  

  (ｲ) 日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知り，多様な考え方があることに気付くこと。 

(ｳ) 異なる文化をもつ人々との交流などを体験し，文化等に対する理解を深めること。 



― 152 ―

「外国語活動・外国語の言語活動の例」の学校段階別一覧表（解 P81, 82）
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 資料Ｂ
外国語・外国語活動「学習到達目標」CAN－DO リスト（例）

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　CAN－DOリストについて
　学習指導要領に基づき、児童生徒が身に付ける能力を

明確化し「英語を使って何ができるようになるのか」を

学習到達目標として記述する。その目標に到達するため

に授業を通して段階的に「できること」を積み上げ、児

童ができるようになっているかを評価し指導に生かす。

２　CAN－DOリストの活用

【３⑹　外国語教育の充実の視点】
　授業で扱った表現を、全ての児童がすぐに使えるよう

になるとは限らない。繰り返し使うことで定着へと近づ

く。CAN－ DOリストを利用して児童の「つまずき」を

把握し、一人一人を伸ばす指導に役立てる。

「ＣＡＮ－ＤＯリスト」に関する詳細は、『各中・高等学校の外
国語教育における「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形での学習到達目
標設定のための手引き（平成２５年３月　文部科学省）』を参照
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm

　中学校では各校の実態に応じてCAN－DOリストの作
成が求められている。今後は小学校でも作成が義務づけ
られる可能性があるので、大きな目標から逆算して小さ
な目標を作っていくなど、より細分化したリストを作成
し、卒業後の英語力を見据えて指導計画を立てる。

CAN DO  

学習到達目標を基に細分化した

児童用 CAN－ DOリストの例
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 資料Ｄ　第６学年　単元計画（８時間）      
※　吹き出しは、「P149　３の指導計画作成にあたっての留意すべき事項」と対応している

   

  

Small Talk  

Let’s Listen

 

 

 

 

 

 

 

 

Let’s Play  

 

Let’s Play  

S1: I went to Hokkaido.  How about you?  S2: I went to Chiba. 

Let’s Read and Write I went to (Hokkaido).  

Word Box

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I went to ~.

 

  

Let’s Play

Let’s Watch and Think  

 

Let’s Play  

exciting

 

Let’s Chant Summer Vacation 

Let’s Talk   

S: I went to the sea.  It was beautiful.  How about you? 

Let’s Read and Write I went to  (the sea).  It was (fun).  

 the sea fun  

Sounds and Letters  /p/ p

 

 

 

 

 

I went to ~.  It was ~.

 

  

Small Talk  

Let’s Chant Summer Vacation 

Let’s Talk  

S1: I went to the sea.  S2: You went to the sea and I went to the park. 

Let’s Play  

 

Let’s Read and Write I went to (the park).  It was (nice).

 the park nice  

 

 

I went to ~.  It was ~.

 

 

 

Listening
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Let’s Chant Summer Vacation 

Let’s Listen 3

Let’s Play

Let’s Talk   

S: I went to the sea.  I ate yakisoba.  It was delicious.  How about you? 

Let’s Read and Write I ate (pizza).  It was (delicious).  

pizza delicious  

Sounds and Letters  /r/ r  

 

 

 

 

 

 

I went to ~.  I ate ~.  It 

was ~.

 

  

Small Talk  

Let’s Watch and Think  

 

Let’s Play  

 

S1: I enjoyed camping.   S2: It was exciting.    

S1: I enjoyed swimming.  S2:  It was delicious.  

Let’s Play   

S: I went to the mountains.  I enjoyed hiking.  It was nice.  How about you? 

Let’s Read and Write I enjoyed (fishing).  It was (exciting). 

 

 

 

 

 

 

I went to ~.  I enjoyed ~. 

It was ~.

 

  

Let’s Chant Summer Vacation 

Let’s Listen  

Guess 

where I went.

 

 

 

 

 

Let’s Play  

I went to ( ).

 

I enjoyed ~. It was ~. I ate ~. It was ~. 

Let’s Talk  [ ] [ ][

][ ]  

Sounds and Letters  /s/ s

 

 

 

 

 

 

 

 

I enjoyed ~ing. I ate ~.

 

 

 

Small Talk  

Let’s Read and Watch  
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資料Ｅ　指導案　３／８　（1単位時間の計画）
 

 

WS  

P149  

 S T     

    

 Small Talk 

 

S1: I went to the amusement park.  It was 

fun! 

S2: You went to the amusement park.  That’s 

nice. 

S1: How about you? 

S2: I went to Okinawa.  It was beautiful! 

S1: You went to Okinawa.  That’s great. 

 

 

 

 

 

S1:  

T: Oh, you went to the sea. 

S2: Me too.  I went to the sea. 

T: I went to the 

sea.  

S3:  

S4: exciting  

T: It was exciting  

Small Talk  

 

 

 

 

 

 

Let’s Chant  Summer Vacation  

 

 

 

 

 

 

I went to ~.

 

 

Let’s Read and Write 

 

I went to the sea.  It was fun.  I ate pizza.  It was delicious.  I enjoyed 

fishing.  It was exciting. 

 

 

 

Activity

 

 

I went to ~. I enjoyed 

~ing.  It was ~.  I ate ~.

 

 

Let’s Read and Write 

 

Activity

 

Story Time  

-ish  
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10  Let’s Talk 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S1: I went to the sea.   

S2: Oh, you went to the sea!  I went to the 

swimming pool. 

S3: Oh, you went to the swimming pool.  I 

went to the amusement park.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T: Let’s talk in groups. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I went to ~.  It was ~.

 

 

 Let’s Play  

 

It was ~.

I went to (ate, 

enjoyed) ~.  It was ~. You 

went to (ate, enjoyed) ~.  It was ~.

 

 

 

 

 

 

 

 

Let’s Read and Write 

I went to (the park).  It was (nice).

 

 

 

 

 

 

 

T: Please listen to the sentence and look at the 

words in your textbook.   

  Listen to the sentence and read it. 

  Copy one word from the word box. 

 

 

 

 

WS 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

You ~.  

 

 

 

I went to ~.  It was ~. sea, park

I went to ~.  

 
  
 Small Talk 
  
 Activity  
 Activity 2 
  
  

 


